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2019 年度地域との協働による高等学校教育改革推進事業に係る研究開発完了報告書を，

下記により提出します。 
 
 

記 

 
 

１ 事業の実施期間 
   2019 年５月 16 日（契約締結日）～ 2020 年３月 31日 

 
２ 指定校名・類型 

学校名  静岡県立榛原高等学校 
学校長名 渡邊 昇司 
類 型  グローカル型 

 
３ 研究開発名 
   ＨＡＦプロジェクト HAIBARA ACHIEVING FUTURES PROJECT 

   〜地域と世界を結ぶ有為な人材育成の望ましい在り方ついての研究〜 

 
４ 研究開発概要 

(1) 目的・目標 

  ア 住み続けられるまちづくりを実現するための課題発見・解決型学習の研究開発 

地域についての確かな理解と、グローバルな視野を併せ持つグローカルリーダーを育

成する。 

  イ パートナーシップで目標を実現する生徒を育成するための研究開発 

国内外でのフィールドワークを通じて、これからの時代に求められる資質・能力を身

に付け、協働して能動的に学び続けることができる人材を育成する。 

  ウ 質の高い教育を実現するための研究開発 

産学官の連携により、地域と学校が一体となって生徒を育成し、持続可能な社会シス

テムを構築する。 



(2) 概要 

ア 特色ある科目や課外活動によって、グローバルな視野と国際感覚の醸成を図る。 

イ 課題解決型学習の実践により、他者と協働的に学ぶ姿勢や批判的思考力を身に付ける。 

ウ 英語による対話力やディスカッションの力を身に付け、コミュニケーションスキルを 

向上させる言語活動の充実を図る。 

エ 産学官連携協力体制を構築し、フィールドワーク等を通して地域の企業研究と働くこ 

との意義についての学びを深める。 

オ 新教育課程施行に向けての教育課程研究を進める。 

 
５ 教育課程の特例の活用の有無 
  有 
   グローカルリーダー育成のための課題解決型学習を行う学校設定教科「地域創造探究」

を開設し、総合的な探究の時間の代替科目とすることを目指し、カリキュラム開発を行う。 
 
６ 管理機関の取組・支援実績  
 
（１）実施日程 
 

業務項目 実施日程 

指定校への指導
助言 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 
 

         
 

コンソーシアム会議 
運営指導委員会 

 
〇   〇     〇 

 

コアスクール 
サイエンススクール  〇     〇   〇  

 

 
（２）実績の説明 
 

(1) コンソーシアムについて 
  ① コンソーシアムの構成団体 

静岡県立榛原高等学校、静岡県教育委員会、牧之原市、静岡県地域外交局、 
静岡大学教育学部、矢崎部品株式会社、ふじのくに茶の都ミュージアム、 
島田掛川信用金庫、牧之原市民、牧之原市小中学校・静岡大学大附属小中学校 
【事務局】 静岡県教育委員会高校教育課、静岡県総合教育センター 

 
 
 
 
 
 
 



② 活動日程・活動内容 
 ア コンソーシアム全体 
 

活動日程 活動内容 
令和元年５月 17 日 

～６月５日 

コンソーシアムについての協議開始 

各構成団体と事業計画の確認 

令和元年６月 25 日 コンソーシアムを組織、委員の委嘱 

2019 年度事業についての概要説明（文書発送） 

令和元年７月 16 日 コンソーシアム及び運営指導委員会についての協議 

令和元年９月 19 日 第１回コンソーシアム会議・運営指導委員会 

・事業計画の説明・承認、生徒の取組状況等の報告 

・2019 年度事業（５月～８月末までの）事業報告 

・学習成果報告会 

 国内（沖縄）、海外（アメリカ）研修報告 

令和２年２月７日 第２回コンソーシアム会議・運営指導委員会 

    
イ 各構成団体 
 

構成団体 活動内容 
牧之原市 地域リーダー育成プロジェクト（答志島サスティナブルキ

ャンプ・さいたま市ファシリテーション講座） 

牧之原市長講話 

学習成果報告会（模擬請願）コロナ対応で中止 

静岡県地域外交局 海外研修 

静岡大学教育学部 静岡大学教育学部・榛原高等学校連携協定締結 

カリキュラム開発の支援 

フィールドワーク（総合的な探究の日） 

矢崎部品株式会社 海外研修 

企業人講話 

ふじのくに茶の都ミュージアム フィールドワーク（総合的な探究の日） 

島田掛川信用金庫 企業人講話 

牧之原市民 ファシリテーション・グラフィック研修 

牧之原市小中学校 
静岡大学大附属小中学校 

小学校への英語出前授業 

牧之原市、吉田町等の中学校（中学生及び教職員対象）に

おいてグローカル事業の説明会実施 

 

 (2) カリキュラム開発等専門家又は海外交流アドバイザーについて 
   ① 指定した人材・雇用形態・高等学校における位置付けについて 

   カリキュラム開発アドバイザー（静岡大学教育学部 講師 島田桂吾） 
海外交流アドバイザー（株式会社ＪＴＢ静岡支店教育営業課 望月雄太） 



② 活動日程・活動内容（主なもの） 
＜カリキュラム開発アドバイザー＞ 

活動日程 活動内容 
令和元年６月 14 日 本年度の事業計画についての協議 

高大連携事業について協議 

令和元年７月 29 日 静岡大学教育学部との連携事業（報告会他） 

令和元年９月 19 日 第１回コンソーシアム会議・運営指導委員会 

令和元年 11 月 20 日 カリキュラム開発に関する協議 

次年度の事業計画についての協議 

令和２年２月６日 令和元年度の事業についての協議及び次年度の事業計画につい

ての協議（予定） 

令和２年２月７日 第２回コンソーシアム会議・運営指導委員会（予定） 

 ＊メール等を活用し、事業について随時指導助言を受けている。 
 

＜海外交流アドバイザー＞ 
活動日程 活動内容 

令和元年６月 25 日 アメリカ研修に関する協議 

令和元年８月５日 アメリカ研修（生徒の事業所訪問）事前研修受け入れ 

令和元年９月 19 日 第１回コンソーシアム会議・運営指導委員会 

令和元年 10 月 10 日 台湾研修に関する協議 

令和元年 12 月 20 日 ヴェトナム研修実施についての協議 

令和元年 12 月 22 日 全国高校生フォーラムへの参加（見学） 

令和２年２月７日 第２回コンソーシアム会議・運営指導委員会 

 
(3) 地域協働学習実施支援員について 
  ① 指定した人材・雇用形態・高等学校における位置付けについて 

地域協働学習実施支援員 牧之原市企画政策部 地域振興課 課長 田形正典 
 

② 実施日程・実施内容（主なもの） 
 

活動日程 活動内容 
令和元年７月３日 地域リーダー育成プロジェクト（課外活動）についての協議 

生徒募集及び事業計画（年 16回）についての協議 

令和元年８月 26～27 日 答志島サスティナブルキャンプ（課外活動）への参加者（19

人）への支援 

令和元年11月23～24日 さいたま市ファシリテーション講座（課外活動）への参加（30

人）への支援 

令和２年２月７日 第２回コンソーシアム会議・運営指導委員会 

 ＊地域リーダー育成プロジェクト（年 16 回）に関連し、随時来校し打合せ等を実施している。 
 



(4) 運営指導委員会について 
  ① 運営指導委員会の構成員 

   堀川知廣（静岡産業大学情報学部学部長）、亀坂安紀子（青山学院大学経営学部教授） 
菅野文彦（静岡大学教育学部教職センター長）、渋江かさね（静岡大学教育学部准教 
授）、玉置実（財）静岡経済研究所主席研究員）、白井実（株式会社伊藤園静岡相良 
工場長）、渡辺浩（ＴＤＫ株式会社国内人材開発統括部人事部課長） 

 
② 活動日程・活動内容 

活動日程 活動内容 
～令和元年６月 20日 運営指導委員（予定者）と事業計画の協議及び確認 

令和元年６月 25 日 コンソーシアムを組織、運営指導委員の組織、委嘱 

2019 年度事業についての概要説明（文書発送） 

令和元年７月５日 静岡大学教育学部との連携協定締結 

コンソーシアム及び運営指導委員会についての協議 

令和元年９月 19 日 第１回コンソーシアム会議・運営指導委員会 

・事業計画の説明・承認、生徒の取組状況等の報告 

・2019 年度事業（５月～８月末までの）報告 

・学習成果報告会 

 国内（沖縄）、海外（アメリカ）研修報告 

令和２年２月７日 第２回コンソーシアム会議・運営指導委員会 

 
(5) 管理機関における取組について 
① 管理機関（コンソーシアム含む）における主体的な取組について 

県の事業として魅力ある学校づくり推進事業を実施し、コアスクール 39 校を指定し

高等学校の特色や現状に応じた取組を支援した。７月 24 日、１月 28日に指定校の情報

交換会を開催した。 
ＳＳＨ指定校を除く理数科設置校９校をサイエンススクールとして指定し、国際的な

科学技術系人材の育成及び地域における科学教室を実施した。また、連絡協議会では各

指定校の取組とともにＳＳＨ指定校の実践の紹介を行った。 
 

② 事業終了後の自走を見据えた取組について 
榛原高等学校の特色や現状に応じた取組を継続的に支援していく体制作りを検討して 

いく。 
 

③ 高等学校と静岡大学教育学部との協定文書等の締結状況について 
静岡大学教育学部と榛原高校の間で「静岡県立榛原高等学校と静岡大学教育学部・教

育学研究科と相互連携に関する協定」を７月 16 日に締結した。榛原高校のカリキュラム

開発、教員研修及びキャリア教育、静岡大学の教育実習及び調査研究について、相互に連

携活用することとなった。 



７ 研究開発の実績  

(1) 実施日程  

 

実施項目 
実施日程 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

総合的な探究の時間に

おける地域探究学習 
２回 ２回 ２回 ２回  ２回 ２回 ２回 ２回 ２回 ２回 ２回 

「現代社会」における課

外活動（希望者） 
      １回 1 回 ３回 １回 １回 １回 

グローカル部における

課外活動 
   ３回  ３回 ３回 ３回 ３回 ３回 ２回 ２回 

その他の活動 
（国内外研修等） 

    ２回    １回    

 
(2) 実績の説明  

① 研究開発の内容や地域課題研究の内容について 

グローカルリーダーを育成するため、課題発見・解決型学習の研究開発を行うとともに、

これからの時代に求められる質の高い教育を実現するため、産官学連携により、地域と一

体となった教育活動の研究開発及び実践を行った。研究開発内容は、以下のとおりである。 

 

  ア 総合的な探究の時間（榛高タイム／地域創造探究Ⅰ） 

１年生の総合的な探究の時間において、研究開発及び授業実践を行った。また、海外

研修や企業訪問など希望者が参加した他のプログラムでの学びを全生徒で共有する取

り組みも実践した。 

  イ 実社会プログラム（課外活動） 

地域課題の解決に関連した課題解決学習の研究開発及び実践を総合的な探究の時間と

公民科（現代社会）で連携して実践した。 

ウ 英語／グローカル部（課外活動） 

部活動として、ＡＬＴの協力のもと定時制課程に在籍する外国籍生徒との交流会を企

画し、定期的に実施する研究実践を行った。また、地元企業と連携し、地元の小中学生

も参加するイングリッシュキャンプのサポートを行い、定期的に実践するための研究開

発を行った。 

  エ 教育課程の研究開発 

総合的な探究の時間と、グローカル事業に関連した学校設定教科の設置のため、先進

校視察を計画・実施した。 

  オ その他の活動 

学校評議員会において、コミュニティスクールへの移行についての研究を行った。 

牧之原市の地域リーダー育成プロジェクトに参加し、行政機関との連携に関する研究

を行った。 

 

 



② 地域との協働による探究的な学びを実現する学習内容の教育課程内における位置付け 

 

ア 総合的な探究の時間（榛高タイム／地域創造探究Ⅰ） 

１年生の総合的な探究の時間において、研究開発及び授業実践を行った。 

本年度の「総合的な探究の時間」は、次年度以降の学校設定教科・科目化をめざし、年

間指導計画、シラバスの作成、学習評価の研究及び使用する教材の研究等を実施した。 

 具体的には、学校設定教科・科目化に向け先進校視察等を行い、校内で協議を行った。

本校の生徒につけたい力を８つに分類し、総合的な探究の時間のそれぞれの時間の目標

を８つの力に関連付けた。また、生徒自身が身についた力を自己評価できるようルーブ

リックを作成している。1 年間の取組を 1 冊にまとめ、学校設定科目として開講する準

備を進めてきたが、教科横断的な視点から他教科との融合することにより学習効果を更

に高めることができるのではないかとの意見が挙がり、実現が可能か検討を開始した。 

 

【年間指導計画と実施内容（抜粋）】 

 

実施項目 時期 内容 

ファシリテーション・

グラフィック研修 
５月 

牧之原市市民ファシリテーターの協力によるファシ

リテーション及びグラフィックの講習。 

牧之原市長講話 ７月 
牧之原市長による講演 

牧之原市の現状と課題及び将来の展望について学ぶ。 

企業人講話 ７月 

地元企業関係者による講演 

牧之原市周辺に事業所が立地する意味や、企業の経営

戦略等について学ぶ。 

総合的な探究の日 11 月 
静岡大学教育学部、静岡県立美術館、茶の都ミュージ

アムへのフィールドワーク 

地域課題探究 ９～３月 

牧之原市周辺地域の活性化のための意見書の作成 

市長講話、企業人講話、企業訪問（希望者）等で学ん

だことを踏まえ、ファシリテーションの手法を活かし

て、グループでテーマを設定、課題発見・解決型学習

を行う。 

 学習成果は、グラフィック研修で学んだことを利用

し、各クラス内でプレゼンテーションを行う。また、

優秀なグループは学年発表及び牧之原市役所におい

て発表を行う。 

 なお、全国高校生サミットや海外（台湾）研修に参

加した生徒（希望者）が、その成果を学年全体に普及

させる。 

 

 

 



 【研究成果と課題】 

研究内容 成果と課題 

年間指導計画（シラバス） 

１学年については、コンソーシアムの協力を得て年間学習指

導計画及びシラバスの概要が完成した。 

２学年については、１年生の開発状況と整合性を持たせつつ

研究を進めた。 

次年度に向けての課題は、３年間を見据えた指導計画を作成

することである。 

学習評価 

静岡大学教育学部の協力を得て、昨年度から開発に取り組ん

でいる学習評価についての研究について、今年度カリキュラ

ム開発アドバイザーの協力を得つつ、開発を進めた。 

ルーブリック表は以下のとおり。 

使用教材 
いくつかの教材を比較検討し、岡本尚也編「課題研究メソッ

ド」を活用することとした。 

 

【参考】 

 

 



③ 地域との協働による探究的な学びを取り入れた各科目等における学習を相互に関連さ

せ、教科等横断的な学習とする取組について 

 

ア 実社会プログラム 

    １・２年生の希望者（１年生 87 人、２年生 15 人）を対象に、地域と世界のつながり

を踏まえた課題解決型学習を実践した。また、この取り組みは、総合的な探究の時間と

公民科（現代社会）が連携して実践した。 

    加えて、本プログラムに参加した２年生 15 人には、海外研修（アメリカ）を課してお

り全国高校生フォーラムで発表を行うなど、中心的な役割を果たす生徒を育成するため

に設けられたプログラムである。１年生にも海外研修（台湾）への参加を強く推奨し、

16 人の生徒が研修に参加した。 

    なお、実際に校内発表会（ポスターセッション）などにおいて、中心的な役割を担い、

推進役として活躍した。 

 

【年間指導計画と実施内容】 

実施項目 時期 内容 

参加者募集 ５月 
１・２年生を対象に参加者募集 

日経 STOCK リーグレポートコンテストへの参加 

企業訪問 ７月～11月 

１年生 牧之原市周辺、静岡市の事業所訪問（５社） 

２年生 静岡市、島田市の事業所訪問（３社） 

各企業の経営戦略を学ぶとともに、製造現場を見学 

金融経済教室 11 月 外部講師による金融経済教室を実施 

課題探究 ９～２月 
企業訪問、金融経済教室を踏まえ、地域経済活性化のた

めのレポート作成及び発表を実施 

 

【評価と課題】 

研究内容 評価と課題 

金融経済教室 

１・２年生希望者 63 人参加 

外部講師に依頼して実施。参加希望者が多く、教室が確保しにくいな

どの課題があったが、参加生徒からは好評であった。 

企業訪問 

１・２年生希望者 89 人参加 

訪問先企業は、コンソーシアム協力企業を中心に、地元６社を訪問し

た。受け入れ側の都合もあり、日程調整が課題である。 

課題探究 

（日経 STOCK リー

グレポートコンテ

ストの活用） 

23 チーム（102 人）参加 

７チームが一次審査を通過。３チームが入選した。 

学習成果については、公民科（現代社会）の授業や学習成果報告会（ポ

スターセッション）等において他の生徒への普及をはかった。 

 

 

 



④ 地域との協働による探究的な学びを実現するためのカリキュラム・マネジメントの推進

体制 

 

推進主体 体制（分掌） 研究項目 

学校長 

（副校長） 

教務課 

新教育課程の研究 

学校設定科目（教科）の研究 

教科・科目間でのカリマネの推進及び調整 

研修課 

１年部 

グローカル事業の推進のための研修 

総合的な探究の時間の授業改善推進 

 

⑤ 学校全体の研究開発体制について（教師の役割、それを支援する体制について） 

 

⑥ カリキュラム開発等専門家、海外交流アドバイザー及び地域協働学習実施支援員の学校

内における位置付けについて  

 

  カリキュラム開発アドバイザーは、主に以下の４点について指導・助言等を行った。「総

合的な探究の時間」に係わるカリキュラム開発と学習評価、実社会プログラムに関する事業

計画への指導及び評価、文理融合型カリキュラム開発への支援、コミュニティスクールの推

進に向けた研究開発への支援。 

 海外交流アドバイザーは、本校が企画する海外研修についての日程調整、スケジュール管

理への支援、治安情報の提供を主に行った。 

  地域協働学習支援員は、牧之原市の実施する地域連携事業について情報提供を行うととも

に、地域リーダー育成プロジェクトを計画。本校生徒の参加について支援した。 

【位置付けと役割】 

役職 位置付けと主な役割 

カリキュラム開発アドバ

イザー 

本事業全体のコーディネートを行う。 

外部委員、グローカル事業及び教育課程全般について指導・助

言など。 

海外交流アドバイザー 
外部委員、海外の治安情報等の提供、研修に関するアドバイス

など。 

地域協働学習実施支援員 外部委員、牧之原市との連携事業の仲介など。 

責任者 研究協力（支援） 分掌等 業務内容（教師の役割） 

学校長 

（副校長） 

静岡大学（連携大学） 

カリキュラム開発アド

バイザー、地域協働学

習支援員、海外交流ア

ドバイザーから指導・

助言 

教務課 

学校設定教科・科目の研究 

新教育課程の研究開発 

年間指導計画、シラバスの作成 

進路課 
キャリア教育の推進と人材還流に向けた

研究開発・実践 

研修課 
総合的な探究の時間の推進 

職員研修の推進、国際交流事業の推進 

全職員 研究開発への協力及び実践 



⑦ 学校長の下で，研究開発の進捗管理を行い，定期的な確認や成果の検証・評価等を通じ，

計画・方法を改善していく仕組みについて  

 

  学校長は、管理機関及びコンソーシアムと連携しながら、事業計画全体のコーディネート

を行った。 

【研究開発管理に関する校内組織】 

計画立案 実践 検証・評価 改善の仕組み 

学校長 

・副校長 

・理数科長 

・教務課長 

・進路課長 

・研修課長 

・地域連携推進監 

全職員 

生徒アンケート 

保護者アンケート 

カリキュラム開発アドバイザ

ー、地域協働学習支援員、海

外交流アドバイザーとの協議 

コンソーシアム、運営指導委

員会への報告・評価、検証 

アンケート結果など検証結果

をもとに、改善案の作成及び

次年度の事業計画への反映

と、学校長へのフィードバッ

ク 

 

⑧ カリキュラム開発に対するコンソーシアムにおける取組について  

 

   コンソーシアムは、管理機関及び学校長と協力して、全体的取組と個別の取組を通じて

カリキュラム開発に協力した。主な取組内容及び活動実績は、以下のとおり。 

   なお、活動実践にあたっては、学校担当者とコンソーシアム担当者で事前・事後協議を

実施している。 

 主な取り組み内容と活動実績 

総

合

的

な

探

究

の

時

間 

【全般的取組】 

検証結果をもとに、改善案の作成及び次年度の事業計画への反映と、学校長へのフィー

ドバック。企業人講話等への講師派遣など。 

【個別の取組（活動実績）】 

・牧之原市民 

 ファシリテーション・グラフィック研修の企画、推進、講師派遣等における協力 

・ふじのくに茶の都ミュージアム 

人材還流事業に関連して、地場産業（茶業）についての概要説明や施設（ミュージアム）

見学について企画、運営についての協力、生徒受け入れなど。 

・静岡大学教育学部 

 企業人講話の企画、運営について協力、視察、評価。大学訪問の企画、運営について

の協力など 

課

外

活

動 

【全般的取り組み】 

フィールドワークへの支援、事業所訪問、海外研修等における生徒の体験学習への支援

及び、グローカル部の活動への支援など。 

【個別の取組（活動実績）】 

・矢崎部品（ものづくりセンター、台湾矢崎事業所） 

 事業所訪問の受け入れ（牧之原市、台湾） 



 ステークホルダーミーティングなどを通じ協議・支援体制の構築 

・静岡県地域外交局 

 静岡県台湾事務所訪問受け入れ、渡航情報、治安情報の提供 

・島田掛川信用金庫 

 地方創生研究発表会の企画・運営、生徒参加への支援 

そ

の

他 

牧之原市は、地域リーダー育成プロジェクトの企画・立案を通じて支援・協力を行った。

静岡県教育委員会は、主な事業の視察等を通じてグローカル事業全体を統括し、コンソ

ーシアムと協力してカリキュラム開発推進状況の確認を行った。 

 

⑨ 運営指導委員会等、取組に対する指導助言等に関する専門家からの支援について 

 

  運営指導委員は、本校の事業に対する指導・評価に加え、事業推進にあたり講師の派遣等

を行うなど個別の事業に対しても支援を行った。また、静岡県教育委員会とともに、事業全

体を統括するとともに、カリキュラム開発の支援を行った。 

  また、本年度は、ポスターセッションなど生徒の活動についても視察を行った。 

運営指導委員会の指導・助言内容については、校内委員会にて検討を行い、迅速に事業に

反映させた。特に、保護者へのアンケート実施は、保護者が本校の事業の評価者として位置

づけられたことに加え、生徒とは違う視点で評価を得ることができた。また、保護者が、本

事業に係わるステークホルダーとしての役割を果たすこととなった。 

【運営指導委員会】 

運営指導委員会 主な指導・助言の内容 

第１回 

（９月） 

・優秀な学生（生徒）の確保には、親の理解と協力は不可欠。榛原高校の

取組を保護者に広めることが大切。また、保護者の評価についてアンケー

ト等を実施し、検証を行う必要性がある。 

・費用の問題があり、海外研修は負担が大きい、大学ではワーキングホリ

デーの活用などがある。高校でも同じような仕組みを導入すべきで、安価

に外国人との交流を図る方法を探るべき。 

第２回 

（２月） 

・「地元の外国籍の子供と交流してほしい」 

・第１回運営指導委員会の指導助言の内容が、事業に反映されている。 

・短い期間に複数回海外に行く生徒を増やし、研修に参加していない生徒

に対して発表をすることで急速に変化する国際社会を体験できるのでは

ないか（日本が裕福でなくなっているということが、海外研修で味わえる

のではないか）。 

・日本人学生（生徒）に地元のことを学ばせて、地元に返そうというのは

日本の将来のためになるんだというアピールが必要。 

 

⑩ 類型毎の趣旨に応じた取組について  

国内外研修の実施及び各発表会への参加、イングリッシュキャンプの企画・運営を行った。

実施にあたっては。総合的な探究の時間での学習成果に加え、公民科、英語科の協力のも

と実践した。詳細は以下のとおり。 



ア 国内外研修 

    国内の研修先は、日本国内で海外とのつながりを最も感じられる沖縄県とした。沖縄

科学技術大学院大学（ＯＩＳＴ）訪問、琉球大学での模擬授業等を体験した。 

    海外研修は、２年生を対象として、アメリカ（シアトル、サンフランシスコ）、１年

生を対象として台湾（高雄、台北）を企画した。 

    アメリカ研修においては、地元企業（杉本製茶）の協力を得て、現地法人事業所（シ

アトル）を訪問し、地場産業と海外のつながりについて学ぶことを目的として実施した。

また、地元に生産拠点を持つ小糸製作所航空事業部の協力を得て、シアトル事業所及び

ボーイングエバレット工場を視察し、グローバルに事業展開する企業の活動を体験した。

加えて、シアトル及びサンフランシスコの２都市で市内研修を実施することで、アメリ

カ社会の抱える諸課題（人種問題、経済格差、ＬＧＢＴ）について理解を深めることが

できた。 

    台湾においては、矢崎部品台湾事務所（コンソーシアム委員矢崎部品ものづくりセン

ターの支援で実施）を訪問し、グローバルに事業展開する企業の活動を体験した。加え

て、静岡県台湾事務所（コンソーシアム委員静岡県地域外交局支援で実施）を訪問し、

静岡県と台湾とのつながり、歴史・文化等について学びを深めた。また、飲茶体験や夜

市を体験するなど異文化理解につながった。 

    これらの活動を行った生徒（１年生）を中心に次年度以降のグローカル事業を全校生

徒に普及・推進させていく予定である。 

 

【国内外研修先と実施内容】 

研修先（対象・人数） 時期 内容 

アメリカ 

（２年生・13人） 
８月末 

シアトル・サンフランシスコでのフィールドワーク 

企業訪問や領事館訪問など。 

グループでの課題解決学習を実践（テーマは「光産業」、

「海洋プラスティック」、「お茶」）。 

学習成果は、レポートにまとめるとともに、全国高校生フ

ォーラム等で発表。 

沖縄 

（２年生・15人） 
８月末 

名護・那覇でのフィールドワーク 

ＯＩＳＴ訪問、外国人との英語による那覇市フィールドワ

ーク、平和学習など。 

学習成果は、地方創生に取り組む高校生発表会等で発表。 

台湾 

（１年生・16人） 
12 月末 

屏東県、高雄市、台北市でのフィールドワーク 

企業訪問や静岡県台湾事務所訪問など。 

グループでの課題解決学習を実践（テーマ：異文化理解）。 

学習成果は、レポートとしてまとめるととともに、校内

にて発表会を実施する。 

 

 

 

 



イ 研究会・発表会への参加 

【発表会への参加と発表内容】 

研修先（対象） 時期 内容 

静岡健康長寿学術フォーラ

ム静岡の未来を拓く「高校

生及び大学生の活動報告」 

（２年生・６人） 

11 月 

「お茶と健康について」をポスターセッション参

加し、発表を行う。 

優秀賞受賞 

全国高校生フォーラム 

（２年生・４人） 
12 月 

「About regional activation by green tea  

～through Taiwan and America～」をテーマにポ

スターセッションに参加し発表を行う。 

静岡県高校生グローバル課

題研究ポスターセッション 

（２年生・４人） 

２月 

「About regional activation by green tea  

～through Taiwan and America～」をテーマにポ

スターセッションに参加し発表を行う予定。 

 

ウ ＥＳＤ（ＥＳＬ）教育（イングリッシュキャンプ） 

【イングリッシュキャンプ】 

研修先（対象・参加者） 時期 内容 

榛原高校校内 

（全校生徒・41 人） 
８月 

チャップマン大学(Chapman University)、カリフォ

ルニア州立大学(California State University) 

の学生８人を迎え、２泊３日で実施した。 

 

⑪ 成果の普及方法・実績について  

   各事業終了後、学習成果報告書等の成果物を作成、パンフレットとして生徒及びコンソ

ーシアム、近隣中学校等に配布し成果を発表するとともに、校内外で行われる研究会や発

表会において成果報告を行った。 

 

８ 目標の進捗状況，成果，評価 （２月末現在） 

 

設定目標 進捗状況（目標） 成果（延べ人数） 評価 

外国語での

コミュニケ

ーション能

力の向上 

英語検定２級以上合格者（30人） 

ＥＳＬプログラム参加者（40人） 

海外希望研修（米国）参加者（10人） 

海外研修（その他）参加者（40 人） 

合格者 33 人 

参加者 41 人 

参加者 13 人 

参加者 22 人 

達成率 90.8％ 

台湾研修の希望者

が少なかった。 

地域連携事

業の推進 

実社会プログラムへの参加者（55人） 

企業訪問参加者（60 人） 

地域リーダー育成ＰＬへの参加者（80人） 

参加者 102 人 

参加者 108 人 

参加者 90 人 

達成率 148.7% 

想定以上の参加が

あった。 

学習成果の

発信 

校内での成果発表の機会（４回） 

校外での成果発表の機会（３回） 

４回 

３回 

達成率 100% 

 

＜添付資料＞目標設定シート  

 



９ 次年度以降の課題及び改善点  

(1) 総合的な探究の時間 

   １年生の総合的な探究の時間については、教育課程内での位置づけについて研究は進ん

でおり、申請時の方向性を維持している。                     

次年度に向けては、海外修学旅行を中心とした２年生の総合的な探究の時間の研究開発

を行う予定である。また、学校設定教科（科目）の設定に向け、先進校視察などの取り組

みを引き続き実施するとともに、教科横断的な視点を取り入れた研究を行う予定である。 

 

(2) 課外活動 

  ① 実社会プログラム 

    多くの生徒が意欲的に参加し、課題解決型学習としては十分な成果を上げることがで

きた。一方で、台湾研修については 30人程度を想定して募集したところ、17 人（参加者

16 人）の応募にとどまった。このことから、海外研修の位置づけを再確認し、訪問先を

含め再検討している。 

② 部活動（グローカル部） 

    定時制課程の外国籍生徒との交流会や、地元企業と連携したイングリッシュ・キャン

プへの参加など充実した活動を行った。次年度以降については、この活動をさらに発展

させるとともに、活動内容を外部に発信する努力を行う必要がある。 

  ③ 地域リーダー育成プロジェクト 

    牧之原市が提供する地域連携事業で、従来よりも参加しやすい形態となった、次年度

以降も、校内で参加者を募り積極的に参加させる方向で牧之原市と調整を行っている。 

 

 (3) 新教育課程にむけて 

    コミュニティスクールに関する研究は、学校評価委員会等において検討がなされ、速

やかに移行できる体制を構築するよう協議が行われた。また、連携先である静岡大学教

育学部から学校評議員（評価委員）を迎え、研究を進める予定である。 

 教科横断型の探究、文理融合型カリキュラムの開発については、教務課及び校内委員会

（教育課程検討委員会）において、協議が行われた。次年度以降は、より具体的な検討

及びシュミレーションを行う予定である。 

 

 (4) 事業終了までの取組計画 

  ① 事業計画の変更 

    海外研修について、アメリカ及び台湾研修において、牧之原市の立地条件（南海トラ

フ地震で想定される甚大な被害）から、地域の大きな課題である地震防災の観点を研修

プログラムに加えることを予定している。また、台湾はベトナム（企業研修、平和学習

などの研修プログラム）への変更を検討している。なお、昨今の国際情勢を踏まえ、国

内研修をより充実させる方向で検討をはじめている。 

 

 

 

 



② 事業の精選 

    来年度は、募集生徒数が１学級（40 人）減ることが決まっており、これに伴い職員数

の減少が予想されている。このことから、事業内容のスリム化を行う必要がある。また、

全体の予算も昨年度より大幅に削減される予定であり、事業の精選についての検討を始

めている。 
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